
























































安全保障に向けた取り組みの盛衰を扱った論文（外大論叢 68巻 2号 1頁）
の校正刷に、編集委員として目を通すのは、いろいろな意味で寂しかった。
論文は、感傷から眺めるものではないのだが。 
体調について初めて話をうかがったのは、ずいぶん前のことになる。そ
の時、先生は「病名を言いましょうか」とおどけるように微笑まれたが、
遮ってしまった。聞いたところで、自分にできることなど無いと思った。
しかし先生は、教授会での退職の挨拶に際して、病状について詳らかにさ
れた上で、病を得た者が働き続けられる仕組みを整えることは、本人だけ
でなく、社会保険財政にとっても有益であると静かに語られた。ただし、
自分は後進に道を譲りたい、とも。できることなど無い、とは浅慮であっ
たのかも知れない。 
これからは「自由人」として、グリーフ・ケアの取り組みなどにも関わ
りたい、とのこと。穏やかな日々を送られるように願ってやまない。 
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